
半年ぶりの高値、イラン情勢への警戒が続く
NY原油先物相場は、1バレル＝67ドル水準まで値上がりした。2月26日に米国とイランの3回目の協議

が予定されたが、事前に積極的に売買を仕掛けるような動きは見られなかった。同協議では、合意に達

することも決裂することもなく、原油相場は当初目立った反応は見せなかった。しかし、2月27日の取

引では改めて米国がイランへの攻撃に踏み切るリスクを織り込む動きが活発化し、2025年8月1日以来

の高値を更新した。

米国とイランの協議内容については明らかにされていないが、仲介役のオマーンの外相は、「大きな進

展」があったと報告している。ただし、米国とイランの主張の間には依然として大きな隔たりがあると

みられ、合意形成に向けて楽観ムードが広がることはなかった。トランプ米大統領は2月19日、交渉期

間を10～15日と区切っていることもあり、いつ米軍のイランへの攻撃が始まっても不思議ではないと

の緊張感が高まった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（2月20日時点）は、原油が前週1,599万バレル増、ガ

ソリンが101万バレル減、石油精製品が25万バレル増となった。
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米国とイスラエルがイラン攻撃、買い材料出尽くしのタイミング

2

【展望】

イラン情勢のリスク評価に強く依存する展開になる。2月28

日に米国とイスラエルはイランに対する攻撃に踏み切り、イ

ランの最高指導者ハネメイ師が殺害されたと報じられている。

イランはイスラエルに加えて、周辺国の米軍基地などに対し

ても報復攻撃を行っている。また、ホルムズ海峡経由の原

油・天然ガスの輸送もほぼ停止した。先行き不透明感が極め

て強く、週前半は急伸地合となるリスクを抱えている。

今後の展開は、イラン情勢次第になる。米政府は数日間の攻

撃を想定している模様だが、イラン側の大規模な反撃が続け

ば、戦線は拡大する。2025年6月はイランとイスラエルの間

に限定された攻撃の応酬だったが、今回はイラン最高指導者

が殺害されたことに加えて、周辺国でもイランからのミサイ

ル攻撃が報告されており、緊張感が高まっている。特にホル

ムズ海峡の原油輸送が止まった状態が続くと、原油相場は大

きく噴き上げるリスクを抱えている。

一方、米国のイランに対する攻撃は相当程度、織り込みが進

んでいたため、早期に材料出尽くしの評価が優勢になると、

利食い売り優勢の展開になる可能性もある。2025年6月はイ

スラエルに続いて米国も攻撃に踏み切ったタイミングで、原

油相場はピークアウトした。米国も原油相場の高騰は望んで

おらず、株価急落といった動きがみられた場合にも、早期に

緊張緩和を目指すいわゆる「TACOトレード」になる可能性

がある。

イラン情勢次第で70ドル台中盤を試す可能性がある一方で、

どのタイミングで材料出尽くしとの評価が広がるのかを探る

局面になる。戦闘状態が早期に終息に向かえば、60ドル水準

まで急反落するリスクも抱えている。
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